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 １０月３１日（木）、「令和６年度津幡中学校文化祭」を開催しました。生

徒会執行部によるオープニングセレモニーに続き、今年度の合唱コンクールが

幕を開けました。 

ますは１年生の部。学年目標「１８１（いっぱい）の笑顔」のとおり、元気

ではつらつとした歌声をホールいっぱいに響かせ、合唱コンクールのスタートをぐっと引き締めて

くれました。 

続いては２年生の部。本番まで、時にぶつかり合いながらもクラスで心を

一つにし、互いに切磋琢磨して築き上げた各クラスのハーモニーは、見事の

一言でした。 

そして、最後は３年生の部。やはり３年生の歌声はすばらしかった。中学

校生活３年間のさまざまな思いが込められたその美しいハーモニーは、１、２

年生にはないものでした。「最高学年」としてのプライドを見事に見せてくれ

ました。ありがとう。 

各クラスの合唱の途中で、何度も感動がこみ上げてきて、胸がいっぱいにな

りました。心ひとつに本気で物事に取り組むことで、達成感や感動が生まれ、周りへの感謝

の気持ちが生まれ、そして何より自分自身が成長できるのですね。生徒の皆さん、素晴らしい歌

声を届けてくれて本当にありがとう。 

合唱コンクールの後は、吹奏楽部によるステージでした。県内トップクラ

スの実力を持つ本校吹奏楽部。やはりホールで聴く演奏は迫力があり素晴ら

しいものでした。最後は、スペシャルゲストも登場し、マツケンサンバで、

会場は大いに盛り上がりました。 

 

 

 

５日（火）に、育友会スクールサポート部主催による「教育フォーラム講演会」を開催しました。

今年度は、金沢市出身の三味線奏者、永村幸治（ながむら こうじ）氏

を講師としてお招きし、『人生を変えた津軽三味線』の演題で、講演し

ていただきました。中学校時代にいじめから学校に行けなくなった苦

しい時期を過ごした体験談と、その時期を支えてくれた津軽三味線の

演奏を交えながら、「三味線という居場所が

あったことで、挑戦するという前向きな気持ちになれた」「感動は人を変

える力がある」「小さな感動、小さな目標達成の積み重ねでまた次の目標

が生まれる」など、私たちに大切なことを教えてくれました。 

また、本校１年生の中村優作さん（１年）が、永村さんから三味線を習

っており、師匠と弟子のコラボ演奏も披露してくれました。とっても素晴らしい演奏でした。 

感動の歌声に心震えました 

教育フォーラム講演会を開催しました 


